










 

研究目的 

 Fetal Distress とは周産期の,とくに分娩中の胎児侵襲に対する胎児の適応

不全症候群と考えられる。したがって Fetal Distress の早期発見にあたっては

Medical Electronics や胎児血液生化学的測定などの手段を用いて,胎児を十分

に監視する必要がある。今日胎児心拍陣痛計や種々の生化学的計測法が臨床産

科学領域で用いられ始めているが,これらのどの指標が胎児の状態を良く示し

Fetal Distress にあたって鋭敏に反応するかはその多くが不明である。そこで

私たちは現在使用出来る多くの parameter を用いて多相的に分娩中や出産後の

胎児－新生児を監視して,Fetal Distress においてどんな指標がどのように変

化するかを追及した。 


